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岐阜県南部の平坦地域 で は大規模水田農業， 露地お

よ び施設野菜栽培が行 わ れ， 北 部 の 楳 高 1 ， 200 m に

至 る ま での 中 山間 ・ 高冷地 で は夏秋野菜や 多種類の農

作物栽培が行わ れて い る 。 大 き な標高差 と 複雑な地形

は， 多様な農業の形態 を 生 み だ し て い る 。

I ト マ ト 産地の概要
平坦地域の施設野菜は， 海津町 ・ 平田 町 を 中心 と し

て 栽培 さ れ る 冬春 ト マ ト が主 要 品 目 で， 42 ha の栽培

が行わ れて い る 。 一方， 中 山 間 ・ 高冷地 は ， 雨 よ け栽

培 に よ る 夏秋 ト マ ト と ホ ウ レ ン ソ ウ が主 要な 品 目 で あ

る 。 な か で も 中津川 市 は ， 雨 よ け栽培発祥の地 と し て

知 ら れ， 40 年 程 前， 露 地 栽 培 で 被 害 が 著 し か っ た

「 か い よ う 病」 を 防 ぐ た め， 油紙 を被せ て 簡易 な ハ ウ

ス 栽培 を 行 っ た の が こ の栽培方法の始 ま り であ る 。 県

内 の 夏秋 ト マ ト の 主産地 は飛騨 ・ 東濃地域であ り ， 冬

春 ト マ ト と と も に 30 年余 の 古 い 歴史 を も っ。 現在，

栽培面積 は 200 ha 余， こ こ 数年 は 横 ば い で推移 し て

い る 。

H 生産組織 ・ 出 荷の概要
夏秋 ト マ ト は， 県 内 の各地で毎年 4 月 下旬 か ら 6 月

上旬 ま で定植が行わ れ， 6 月 か ら 1 1 月 ま で 出 荷 が続

く 。 一方， 冬春 ト マ ト は 8 月 上旬 か ら 定櫛が始 ま り ，

10 月 か ら 翌年 6 月 ま で 出 荷 さ れ る 。 こ の よ う に 岐阜

県 内 で は 1 年 を通 じ て ト マ ト が生産 さ れ， 京阪神， 中

京， 北陸お よ ーび、地元市場へ出荷 さ れて い る 。

県 に は 園芸作物の振興 を 図 る た め l岐阜県園芸特産振

興会が組織 さ れて い る 。 こ の振興会 の 中 に は ト マ ト 農

家で組織 さ れ る 県 ト マ ト 部会があ り ， そ の下部組織 と

し て 夏秋 ト マ ト 部会 と 施設部会が設置 さ れ， さ ら に 夏
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秋 ト マ 卜 部会 に は 各地域の農業協同組合単位に 生産組

織があ る 。 そ れぞれの部会 は 独 自 で， あ る い は相互に

連携 し て栽培技術や流通 ・ 販売i面で協調 し ， ト マ ト の

生産振興 を 図 っ て い る 。

皿 病害虫防除 と 産地の動 き
1 主な病害虫の種類

上述の よ う に ， 標高差が大 き く ， 産地が古 い た め病

害虫の発生種類数 は 著 し く 多 い。 ト マ ト の病害 と し て

は 萎 凋 病 0 1 . J 2) ， 根 腐 萎 凋 病， 半 身 萎 凋 病

(R  1 .  R 2) ， 褐色根腐病， 紅色根腐病， 黒点根腐病，

葉 か び病， 灰 色 か び病， 輪紋病， 褐色輪紋病等の 糸状

菌病， 軟腐病， 茎 え そ細菌病， か い よ う 病， 青枯病等

の細菌病， 黄化葉巻病， 黄化 え そ 病， モ ザ イ ク 病等 の

ウ イ ル ス 病， お よ び線 虫 等 の 発 生 が 認 め ら れ る 。 ま

た ， 害虫 は コ ナ ジ ラ ミ 類， ハ モ グ リ パ エ類， ス リ ッ プ

ス類， ア ブ ラ ム シ 類， ト マ ト サ ビ 夕、ニ， フ シ プ ト ホ コ

リ ダニ， ハ ダニ類， タ バ コ ガ類お よ び ヨ ト ウ ム シ 類 な

ど で あ る o こ れ ら の 中 でア ン ダー ラ イ ン は ， 近年顕在

化 し ， ト マ ト 生産 に 大 き な 影響 を 与 え た 病害 虫 で あ

る 。

2 ["ぎふク リ ー ン農業」 の推進
岐阜県 で は ， 1995 (平成 7) 年 か ら 環境保全型農業

「 ぎ ふ ク リ ー ン 農業」 を 推進 し て き た 。 こ の 事業 は 慣

行裁暗 に比較 し 化学肥料 と 化学 良 薬 の 使用 量 を 30%

以上減 ら し て 栽培 す る も の で， 2003 年 の 目 標面積 を

4 ， 500 ha と 定 め ， 200 1 年 の 笑施面積 は 3 ， 490 ha に 達

し て い る 。 ト マ ト で は 2000 年 か ら 冬 春 ト マ ト (32

ha) が， 2002 年 か ら は 飛騨 ・ 益 田 地域 の 夏秋 ト マ ト

( 1 20 ha) が ク リ ー ン 農業登録 を 行 っ た 。 30% の 化 学

農薬 削減 ( ト マ ト で は 計 1 8 回) と い え ど， 実 際 に は
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図 1 J;l秋 ト マ ト ハ ウ ス でのこt峻還元ìl1j務法 (丹生川
村)

簡単な こ と で は な い。 良薬の使用 を 削減 し 忠わ ぬ筈虫

が発生 し て 大 き な 被害 を 受 け た 良家 は 多 い。 代替防除

技術 を 用 意せ ず に 化学良薬 を 削減す る の は極 め て危険

であ る 。

3 代替防除技術の実証と普及
ぎふ ク リ ー ン J�業 を進め る た め， こ れ ま で筆者 ら は

有望な新技術の現地実証 を 繰 り 返 し ， 代替技術の普及

に 心血 を 注 い で、 き た 。 冬春 ト マ ト で は， 1 994 年か ら

訪 花 昆 虫 マ /レ ハ ナ パ チ と 天敵 見 虫 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ

チ， ヒ メ コ パチ お よ び コ マ ユ パチ 等 の 導 入 を 進 め て き

た 。 し か し， 2000 年 に 黄 化 葉 巻 病 (TYLCV) が 発

生 し， 200 1 年 に は 著 し い被害が生 じ た た め 生物防除

を停止せ ざ る を 得 な い状況 に 追 い 込 ま れ て い る 。 ま

た ， TYLCV を 媒 介 す る シ ル バ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ

に 対 し殺虫剤を連続 し て 散布 し で も 質化葉巻病 を抑制

で き な い た め， ラ ノ ー テ ー プ， 有色粘着テ ー プお よ び

防虫網等 を併用 し て対処 し， 検討 を重ねて い る 。

夏 秋 ト マ ト で は， ハ ウ ス の 天井 に UV カ ッ ト ビ ニ

ー jレ を被せ て ス リ ッ プス 類の侵入 を抑制 し ， 側関 と 婆

面 に 4 mm 目 合 い の 防虫網 を張 り タ バ コ ガ類等の対策

と し て い る 。 定植時 に ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系粒剤 を処理

し て 微小害虫 を |坊除 し ， コ ナ ジ ラ ミ 類 に は ラ ノ ー テ ー

プ を 用 い て い る 。 ま た ， 天敵昆虫 も 一音1)の出家で利用

さ れ る よ う に な っ た。

灰 色 か び病 は ， Bacilllls slIbtilis ( ボ ト キ ラ ー@) 水

和剤 を ベ ー ス と し 化学農薬 を併用 し て 防除 を 進め て き

た 。 こ の結果， 薬剤耐性菌の発達が著 し く 少な く な っ

て き た 。 ま た ， か い よ う 病 と 褐色輪紋病が， 県下全域
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に 突然発生 し た た め， (独) 野菜 ・ 茶業研究所の協力 を

得て調査 し， 種商業 者 に は稜子， 施設お よ び資材 の 消

毒， 出家 に は 岡場， 資材 等の消毒 と 栽培期 間 中 の 農薬

散布， 困場内での伝搬防止対策 を指示 し て き た 。

土壌病害 は ， 抵抗性台木 に よ っ て 萎 凋病や背枯病 に

よ る 被害が少 な く な っ て き た 。 一方， こ れ ま で重要視

さ れ な か っ た 褐色板腐病が県下各地で発生 し ， 収穫量

低下の第一要因 と な っ て い る 。 本病 に 対 す る 抵抗性品

種 は な く ， ク ロ ノレ ピ ク リ ン 等 の土壌 く ん蒸効果 も 十分

で は な い。 施設 ト マ ト で は太陽熱処理 に よ っ て 本 病 を

克服 し た 経験が あ る 。 夏秋 ト マ ト で も 土壌還元消毒や

熱水土壌消諜等の実証 と 普及 を 急 い で い る 。

W 今 後 の 課 題
輸入野菜の残留良薬， 4n�登録農薬問題か ら 出産物に

対す る 消費者の信用 が低下 し て い る 現在， 安心で き る

良薬の使用 と 代替技術の開発 ・ 普及 は 避 け て 通 る こ と

がで き な い 課題で あ る 。 こ の意味で 「 ぎ ふ ク リ ー ン民

業」 は 当 を 得た事業であ っ た 。 し か し ， 化学出来 な し

に野菜栽培 を 行 う こ と は難 し く ， 良薬 の 削減 は マ イ ナ

ー病筈虫， あ る い は侵入病害虫の被害 を顕在化 さ せ，

防除体系金体の修正 を 迫 る こ と に も な る 。 他方， 高 山

市 を 中心 と す る 夏取 り ホ ウ レ ン ソ ウ 栽培 (延べ栽培面

積 は 800 ha 余) で も ， 2003 年か ら ク リ ー ン 品業 に 取

り 組 む予定で あ る 。 今後， 上述 し た よ う な 諜題 を 解決

す る 革新的な栽培技術の 開発が求め ら れ る こ と であ ろ

フ 。
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